
 

□ 塾の概要 

  木下まち育て塾は、「木下・六軒を何とか元気にしたい」を掲げ、具体的には 

 

 １ 往時の面影を今に伝える土蔵・町屋の保存と活用、 

 ２ 地域への愛着と誇りを醸成する歴史資料の調査、掘り起こし、 

 ３ 活性化へ繋ぐ市民ウォーク等のイベント 

 

 を、行っている 40代から 60代の公務員、会社員、主婦等多彩な人たちからなる市民団

体です。 

 平成 13年 11月、印西市の呼びかけに集まった市民約 70名が参加した「木下まち育て塾」

（ファシリテータ  ー千葉大延藤教授・当時）のうち、「回遊の小径で結ぶまちかど博物

館チーム」がその母体となっている。 

 市主催の「木下まち育て塾」は 14年夏に解散したが、「回遊の小径で結ぶまちかど博物

館チーム」はその後も活動を続け、平成 14年 11月には自主企画として蔵・町屋所有者、

東京電機大学、市民団体、市役所と協働して空蔵等を活用し「甦るまちの記憶、川の記憶」

展を、また「木下・六軒巡り、伝統の食」市民ウォーク」を開催した。 

 

 平成 15年 3月には有志でその名を継承し、新たに「木下まち育て塾」を結成した。同年

10月には３館目の「武蔵屋まちかど博物館」を開館。そのかたわら次代を担う、地元木下

小学校の子供達に「木下に愛着と誇り」をと、利根川水運で繁栄した木下の歴史「電子紙

芝居・木下まちなみ物語」（パワーポイントで作成）を上映し、交流を行っている。 

 

 平成 16年春から秋にかけ、塾生達の念願であった吉岡家の土蔵の修復を東京電機大学と

協働して行い、吉岡まちかど博物館として開館した。土蔵修復のさなかの平成 16 年９月、

この間の活動が評価され、千葉キワニスクラブから「第 12回教育文化賞」を受賞し、大い

に面目を施した。 

□ 蔵・町屋の保存・活用 木下・六軒のまちかど博物館 

 

  蔵・町屋の保存・活用は塾の主要な事業です。木下駅圏には 40数棟の蔵・町屋があり

ます。しかし、空家となり、利用されず、その結果、無価値としか判断されない蔵・町屋

は放置され、朽ち果てるのを待つか、早晩、取壊される運命にあります。先人たちが残し

てくれた蔵・町屋を＜まちの宝＞として保存・活用したいものです。 

 



 木下駅圏では現在までに所有者の方のご理解、ご協力により 5館が開館しました。歴史

史料の展示や、絵画ギャラリーとして活用しています。今後、更に所有者の方のご理解、

ご協力を得て、徐々に増やしていきたいと思っています。 

吉岡まちかど博物館（木下） たきたまちかど博物館（六軒） 

 平成 16年 10月、4番目

のまちかど博物館として

開館。 

 明治 24年（1891）の土

蔵。木下の原点でもある吉

岡家の蔵で、塾、大学、市民の協働による修復の意

義は大きいものがある。 

 平成 14年 8月、敷地内の

2館が同時開館。 

 明治 45年と同 35年頃の

建物である。 

 ご当主自ら修復した本格

的まちかど博物館であり、

近代の塩、煙草関係史料が

豊富。 

武蔵屋まちかど博物館（木下） イシイ電器まちかど博物館（六軒） 

 平成 15年 10月、3番目

として開館。 

 利根川河川改修前の建

物で当地には曳屋したも

の。明治期には旅籠屋、回

漕店を営む。 

武蔵屋は六軒と木下の中間に位置し、町屋の姿をよ

く伝えており、通りに面し、景観形成上も重要な建

物である。平成 19年 12月に国指定登録文化財とな

る。 

平成 14年 8月開館。 大正

5年のもの。  

 塾にとって記念すべき最

初のまちかど博物館。まち

の歴史関係資料を展示した

思い出深いものがある。 

平成 15、16年は絵画ギャラリーとして、地元市民団

体の絵画を展示した。 

二見屋まちかど博物館（木下）  

平成 17年 10月、5番目

のまちかど博物館として

開館。明治 8年築。同 43

年本地に移築。吉岡まち

かど博物館の吉岡家とは

分家の関係になる。富士、

筑波の両山が見えるところに由来する。 

 

□ 歴史調査（聞取り調査など）及び研究発表 



 木下・六軒の歴史を調査することもやっています。平成 14 年には主に蔵・町屋所有者、

19軒の方々に聞取り調査を行いました。その後も少しづつ行っています。地元の方との交

流を通じて木下まち育て塾への理解を深めて頂く場ともなっています。 

 

 また、地元の木下小学校とは木下河岸を総合学習で学んでいる 6年生に、木下の次代の

まちづくりに向けて、木下へ「愛着と誇り」を更にもってもらうべく、平成 15年からパワ

ーポイントで作成した「木下まちなみ物語」を上映し、交流を図っている。児童からのア

ンケート、感想文は大きな励みになっている。 

聞取り調査 木下小学校、6年生との交流 

 

 木下の旧家を訪

問し、説明を受け

る塾生。 

 当塾ではまちの

隠れた歴史を発掘

するため、聞取り

調査も行っていま

す。 

 

パソコンルーム

で「木下まちなみ

物語」を上演中の

様子。（平成 17

年 2月） 

 木下の明治期

の歴史を、蒸気

船、まち、蔵・町

屋で講義。パワー

ポイント使用が

映像世代にはよ

い。 

□ イベント 

 蔵・町屋の保存・活用とならんで力を入れているのが、多くの市民に市民ウオークを通

じて蔵・町屋を実際に見てもらうことです。毎年、多くの市民の方に歴史空間の素晴らし

さを味わってもらっています。 

 

 また、昨年は地元の木下せんべいをつくっている方と協働して、木下せんべいを販売し

ました。伝統の食を見直し、多くの方に食べてもらうことも塾の大事な事業です。 

 

 更に、塾と深い協働関係にある東京電機大学さんには木下駅圏の蔵・町屋の学術調査の

報告を市民対象に行っていただき、市民からは大変分かりやすいと評判です。 

市民ウオーク 東京電機大学まちなみ研究報告 



 

平成 14年秋から

毎年、まちかど博

物館をめぐる市

民ウオークを、印

西ふるさと案内

人協会との協働

により実施して

いる。 

 

長年、木下駅圏の

蔵・町屋の調査を

進めている東京電

機大学の滋賀先

生、学生による研

究報告を市民に向

け、行っている。 

伝統の食、木下せんべいの販売 まちかど博物館活動 

 

伝統の食でもあ

る木下名物、木下

せんべいを吉岡

まちかど博物館

開館時に、地元の

方と協働して販

売した。大変好評

で忽ち、売り切れ

た。 

 

歴史ある空間は価

値ある空間だ。武

蔵屋を訪れる多く

の市民。 

 歴史と文化を活

かしたまちづくり

の一つとして、

蔵・町屋の保存・

活用の意義は大き

いものがある。 
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